
 
◎本日の例会 1178 回  2011 年 1 月 12 日   

新年懇談会 

◎前回の例会  1177 回   2010 年 12 月 22 日 

幹事報告 ―――――――――――― 

① 東京上野ロータリークラブ第 25 回邦楽堂コンサー

トのご案内が来ております。 

2011 年 2 月 25 日 16：30 開場です。 

② 本日、例会終了後、クラブ協議会ですので宜しく御

願い致します。 

③ 昨日、東京北ロータリークラブの 60 周年記念式典

及び忘年家族会に前川ＰＧ、久保会長、渡邊三人で

出席をさせて頂きました。 

■ゲスト 

 千歳香料株式会社社長  鈴木義治様 

■出席報告 
 

ニコニコ BOX 

前川会員／久保会長が「ニコニコが少ない」と心配し

ておられたのを思い出して。 

中島会員／75 才になり後期高齢者と言われる年寄りに

なりました。 

  自動車免許証の更新にも特別研修を受ける身です。 

山元会員／当番を遅刻しました。 

 

ニコニコ累計 

１２月  ８６，０００円 

累 計 ４９４，０００円 

 
１月のお祝い ◆会員・夫人の誕生日◆ 

 浅原英明会員  １日  河原隆浩会員  １日 

 滝澤 宏会員  ２日  宍戸賢輔会員  ５日 

 山元 巌会員  ５日  細田悌冶会員 ３０日 

山元美代夫人  １日   鈴木貴子夫人  ５日 

河原美恵夫人  ５日  時友珠衣夫人 １９日 

滝澤千恵子夫人２０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の結婚記念日 

細田悌冶・新子ご夫妻 ２４日 

年間１００％出席表彰 

 滝澤 宏会員 ８年間 

 村上芳明会員 ２年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 香道、香木について 

 千歳香料株式会社 

 社長 鈴木義治氏 

 

１、 香の歴史 

２、 献香 空薫 玩香 

３、 香木 香道学 香道具 

４、 沈水香とは（実験） 

５、 組香「冬至香」 

 

本物の“和の文化”にふれる香道の魅力について 

  ご講演をいただきました。 

 

会 員 
出席率

参入 
会員数 

出席数 欠席数 出席率 
12 月 8 日分

修正 
出席率 

42 名 37 名 28 名 9 名 75.68% 83.78 

  1177 例会 卓  話  

◎次回の例会 1179 回 2011 年 1 月 19 日  

 卓話 大阪大会記念切手発行秘話 

    2003-04 年大阪国際大会運営委員会委員 

    2004-05 年国際ロータリー100 周年記念 

切手発行推進委員 

        飯塚悟朗氏 

        紹介者 村中秀朗会員 



 
私の会長時代の思い出 

 
１９８９～１９９０年度会長  大林 原 

 

 私が会長を拝命したのは、1989～1990 ですから、創

立 4 年目でした、ロータリーについて何の知識も乏し

かった私は、小島初代会長を始め何人かのロータリー

経験者から教えを受けながら、何とか 1 年間頑張った

ことを思い出します。 

 過ぎ去ってみれば、ロータリーで楽しかったことと

して、思い出に残ることは、親睦が 8 割に達するので

はないかと思います。鈴木さんに誘われまして、当時

家族で海外旅行が珍しい頃、フィラデルフィアの国際

大会に参加してワシントン、ニューヨーク、ボストン 

の東部海岸から、シカゴ、エバンストン、ダラス、ニ

ューオリンズとアメリカを半周して旅行の楽しみを味

わい、後にメルボルン、カルガリーの大会にもクラブ

の皆さんと参加しました。 

 クラブの豊球会ではゴルフを楽しみ、夜間例会の後

は必ず 2 次会で盃を重ねたことなぞ、社会がバブルの

時代で活気があったし、皆が若かったからでしょうが

楽しく親睦と友情を深めることが出来ました。 

 ロータリーの勉強では、小島さんが「ガバナーマン

スリーレター」に「ロータリー雑感」というレポート

を出して、なぜロータリーは単年度主義なのか、団体

で奉仕してもよいではないかを問う問題を投げかけた

ことを機会に、一ツ橋の学士会館に、地区のガバナー、

パストガバナーの論客を呼んで、「ロータリーとは何ぞ

や」という討論を行いました。私は末席に居りました

が、結局議論は噛み合わずにおわりました。皆さんの

情熱と学識に感動しました。 

 過ぎ去った 25 周年の歳月を省みますと、時代の変化

と共に自分の年齢の変化を痛切に感じます。 

 我がクラブがしっかりと縦の軸を継承して、繁栄す

ることを切に願います。 

 

 

 

音楽に託すポリオ撲滅への思い 

 

記事：Dan Nixon   

国際ロータリー・ニュース：2011 年 1 月 5 日   

 
私の会長時代の思い出 

 
１９９２～１９９３年度会長  竹内哲夫 

 

私が会長を仰せつかったのは、創立 7 年目で会長と

しては八代目となる。私たちのクラブもすっかりクラ

ブとしての安定感が生まれ、新設クラブとしての活気

に溢れた時期であり、運営にも会員全体の積極的支援

を得ることができたことに今でも感謝している。 

この年から、地区の新会長研修会（PETS）が行われ

ことになり、わがクラブの初代会長であった小島達治

会員が地区の指名でリーダーとなり、私たちはクラブ

の会長としての心得、なすべきことや注意すべきこと

など厳しい指導を受けることになった。 

12 月 16 日の夜間例会では「豊島東ＲＣ文化祭」と銘

うって、会員、会員夫人が日頃研鑽している書画、陶

芸、写真などの作品を出品いただいたところ、素晴ら

しい作品が目白押しで大きな感動を呼び起こした。今

でも鈴木利貞会員夫人の日本画や故田部和男会員のお

子様の運動靴の焼物など印象に残っている。 

また 2月 17日の創立夜間例会にはチャリティーオー

クションを行なった。会員からお持ちいただいた品物

を親睦委員長の名口上でセリにかけ、集まった約 65 万

円をバギオ基金に贈呈したが、これがバギオ基金と京

豊島東ＲＣの最初の接点となった。 

この年度の 2580 地区のガバナーは、沖縄那覇西ＲＣ

の松島寛容氏で、わがクラブに公的訪問の折にバギオ

基金の話をされ、基金への要請があった。これを受け

た形のオークションであったが、翌年には前川昭一会

員がバギオ訪問にも参加され、その後私も毎年訪問に

参加して今日に至っている。 

もうひとつこの年度で思い出として印象に残ってい

るのは、メルボルンで行われたＲＩの世界大会への参

加である。5月下旬の大会には前川ご夫妻、大林ご夫妻、

吉澤正則ご夫妻、高橋正良会員などと私たち夫婦も加

わり、ペンギンパレード、エアーズロック登山、グレ

ートバリアリーフ、シドニー湾クルーズなど楽しい旅

を楽しんだ。わがクラブのメンバーだけのグループで

行く世界大会の楽しさが忘れられず、1996 年度にはグ

ラスゴーの大会にも出かけるきっかけとなった。 

私の会長期には、小島、鈴木、岡崎俊彦といったロ

ータリークラブの大老達が健在で、運営にも何らの心

配もなかったが、これらの方々の指導で将来のクラブ

の基本となる骨格を作っておくべきだろうということ

で、指名委員会、財務委員会などの規定を設けること

とした。特に指名委員会では、閥を作らず、特定の人

の影響力を避けるべく、委員の範囲を限定するなどの

配慮が行われたが、これらは他のクラブからも参考と

して求められたことを覚えている。 
 

 

１月 ロータリー理解推進月間 

スイスのモントルー・ジャズ・

フェスティバルで演奏するバ

ンド「リバーシティーズ」のメ

ンバー。バンドはポリオ撲滅

を支援するためのツアーを

行いました。 


